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皆様のおかげで、昨年も元気に活動を続けることができました。

本当にありがとうございます。

今年は、“平成最後”のお正月となりました。５月には、私たちと

同じ学年の皇太子さまが天皇となられます。子どもたちや孫

たちの世代のために、私たちの世代がもっとしっかりしなくて

はと、身の引き締まる思いで元旦を迎えました。

いつまでも子どものような気分ではいけないと反省もしつつ、

それでも、純粋な子ども時代の正義感や公正さ、正直さは

失くさないようにしたいとも思います。

昨年は、夫が園遊会に招かれ、私も一緒に参りました。あいにく

の雨でしたが、こちらも“平成最後”の園遊会で、貴重な経験を

させていただきました。若い楽しい時期を戦争の中で過ごした

父や母と同じ世代の天皇皇后両陛下、いつまでもお元気で

お健やかにお過ごしいただきたいと思います。皆様にとりまし

ても、笑顔あふれる年となりますようお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　 山口県議会議員 戸倉多香子

皆様の暖かいご支援に
心から感 謝申し上げます。

昨年５月、これまで民主党・民進党でいっしょに頑張ってきた地方
議員が、それぞれの事情で離ればなれになりました。その原因と
なった一昨年１０月の衆議院議員総選挙の直前にまとめられた
『民進党政権公約原案』は、井手英策教授による「all for all」
のお考えを中心にまとめられたもので、現在もホームページで読む
ことができます。（民進党 マニフェスト 2017で検索）
違う党となった今も「命や生活に根ざした政策」については、
まったく同じ考え方の地方議員が党派を超えて、具体的な地方
政策づくりをやろう！と始めた井手英策教授との勉強会。全国か
ら集まった井手英策ファンの地方議員で議論し、政策集にまとめ、

『とくらたかこ夏草フォーラム』は、猛暑、酷暑の夏に、抜いても抜いて
も、しつこく、しぶとく生えてくる夏草のように、私も、元気に、しつこく、
しぶとく、粘り強く、政策実現のためにがんばりたい、そんな思いで
続けている集会（県政報告会・勉強会・講演会）です。
夏草フォーラムと言いながら、なぜか寒い時期に開催することが多い
ので、よく「冬なのに夏草？」と聞かれます。私も少し気になっていましたが、
ハンドボール部時代の恩師から「花の咲かない寒い日は、下へ下へ
と根を伸ばせ」という言葉でいつも励ましていただきますので、しぶと
い夏草も冬の時代に根を伸ばしているから強いのかもしれない、
そう、寒い時の開催が重要なんだ、と考えたりしています。（苦笑）
今回は、後援会との共催で、『戸倉多香子を励ますつどい』として開催
させていただくことにしました。お忙しい毎日とは存じますが、ぜひ、お集
まりいただきますようご案内申し上げます。

▲井手英策教授とシンポジウム参加女性議員

▲6月定例会 一般質問（ＦＭＳ調達の実績を示しイージス・アショア配備に反対）

▲シンポジウムではパネリストとして参加

▲2月定例会 一般質問

▲ネット上での議論を続け、政策集にまとめた。

▲シンポジウムの会場の様子 ▲井手英策教授と神津連合会長の対談

太陽光発電などの余剰電力を水素にして貯蔵する、水素は運搬もでき
ますし、電気が足りなくなったらまた水素を電気に戻す、そういう水素の
特徴を生かして、安定供給が課題と言われている再生可能エネルギーの
普及をさらに進め、エネルギーの地産地消を目指し、エネルギーの自給率
も上げたい、それが水素に注目する一番の理由です。
その試みは、まだまだ多くの研究が進んでいるところです。（略）周南市
の水素利活用協議会では、水素関連機器の製作などに携わる市内の
事業者の数を２０２０年度末までに２０事業者という目標設定をしたと
聞きました。この目標達成に向けて、県ではどのように連携・協力ができる
のでしょうか。
また、周南市に限ら
ず、県内全体の中小
企業・小規模事業者
の水素関連産業へ
の参入促進、これま
でも取り組んでこられ
たと思いますが、今後
もどのように図られる
のか、お尋ねしたいと
思います。

産業振興に向けては、全国トップレベルの県の補助金や産業技術センター
の技術支援により、水素の製造、供給から利活用に至る先進的な製品の
開発・事業化の取り組みを支援しています。
また、地域づくりに向けては、水素を利活用したまちづくりモデルの実証と、
その全県展開に取り組んでまいります。具体的には、周南市において
コンビナートで発生する未利用の副生水素を活用し、スポーツ施設等に
電気と温水を供給しています。また、広域連携モデルとなる下関市では、
液化水素運搬車で輸送した水素を漁港内のフォークリフト等で活用す
ることとしています。
近く製品化予定の再生可能エネルギー活用型水素ステーションを活用
して、特色ある地域づくりを進めるため、来年度当初予算において、市町等
に対する新たな補助制度を創設することとしました。
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平成30年2月定例会（一般質問）より一部抜粋

【Ｑ】戸倉

水素先進県の実現について
─中小企業・小規模事業者の水素関連産業への参入促進

【Ａ】村岡知事

２月定例会で、主要農作物種子法、いわゆる種子法が廃止されることに
ついて質問しましたが、全国でも、種子法廃止について不安視する声が
多く（略）山口県では、多くのほかの県と同様、要綱をつくられて対応さ
れたと思いますが、山口県でつくられた要綱と廃止された種子法とで、
県の役割はどのように変化したのでしょうか、お尋ねいたします。
国会では、私たち国民民主党を含む野党５党１会派が共同して、廃止と
なった種子法を復活させる法案が衆議院に提出されました。この復活法案
は、廃止前の種子法に定められている米、麦、大豆を対象に、都道府県に
よる種子生産圃場の指定、生産物審査、原種及び原原種の生産、優良
品種の指定等をそのまま復活させるとともに、都道府県の種子生産に
関する知見の国外流出を招きかねない農業競争力強化支援法第８条
第４号の規定を削除する内容となっています。（略）
山口県でも、種子法の目的であった、主要農作物の優良な種子の生産
及び普及の促進
を、これまでどおり
維持していただき
たいと考えますが、
知事のお考えをお
聞かせください。

法廃止の趣旨を踏まえた技術的助言として発出された事務次官通知に
沿って、民間事業者が参入するまでの間、原種の供給や種子生産農家
への指導など、種子法に規定されていた県の責務と同様の取り組みを
行うことを定めており、当面の間は、県の役割に変化はありません。（略）
県の要綱に基づき、当面は、ＪＡグループと連携したこれまでの取り組みを
維持することとしています。

埼玉県の条例案は、自民党の県議さんたちが中心になって出されたと
聞いております。持続可能なこういった国の農業をしっかりと支えていく、
私たちの食の安心・安全をしっかり支えていく。そして、食料安全保障の
観点からも、種子法、大変重要。条例づくりまで進んでいただきたい。

平成30年6月定例会（一般質問）より一部抜粋

【Ｑ】戸倉

【Ｑ】戸倉
《再質問要約》

主要農作物種子法廃止後の
県の役割について

【Ａ】山根農林
　　水産部長

平成30年2月定例会 一般質問（３月７日）
［１］二期目の村岡県政

　  ①男女共同参画社会の実現

　  ②日米地位協定の改定

［２］水素先進県の実現

　  ①水素関連産業への参入促進

　  ②県としての取り組み方針

［３］ソーラーシェアリング

［４］主要農作物種子法廃止後の取り組み

［5］原発問題

平成30年6月定例会 一般質問（6月27日）
［１］新たな総合計画

［２］新たな産業戦略の指針

　  ①国際バルク戦略港湾

　  ②大規模産業用地活用促進プロジェクト

　  ③中小企業の生産性向上に向けた取組や効果

［３］イージス・アショア配備計画

［４］主要農作物種子法廃止後の県の役割

［5］上関原発建設計画

平成30年9月定例会 一般質問（9月27日）
［１］県内中小企業の人材確保支援

［２］「戦争のない朝鮮半島の始まり」への対応

　  ①イージス・アショアの配備計画

　  ②朝鮮学校の補助金再開

　  ③長生炭鉱犠牲者の遺骨収集と返還

　  ④東アジアの玄関口としての山口県

［３］「候補者男女均等法」成立

［４］上関原発建設計画

平成30年11月定例会 一般質問（12月5日）
［１］やまぐち維新プランの具現化に向けた取組

　  ①水素社会の実現に向けた取組

　  ②学校給食用食材の地産・地消の推進

　  ③効率的な木材生産・供給体制の構築

　  ④妊娠・出産、子育て支援

［２］徳山駅前地区市街地再開発事業

［３］イージス・アショアの配備

［４］上関原発建設計画

２０１８年も、毎議会で質問に立ちました。質問項目は右のとおりです。
周南市に関連する質問では、水素や国際バルク戦略港湾等、瀬戸内
沿岸の産業集積を活かす取り組みについて取り上げることが多く、村岡
県政の姿勢に概ね賛同しています。
一方、上関原発建設計画、イージス・アショア配備計画、主要農作物種
子法廃止等、国の政策に関わる事項については、県には、もっと住民の
側にたってほしいと訴えています。
これからも、おかしいことはおかしいと声をあげていきたいと思います。

［日　時］ 2019年3月１日（金）１8：3０～
［会　場］ 周南市保健センター１階 検診ホール

［参加費］ 無料
周南市児玉町1丁目　TEL.0834-22-8550

この活動は、秋吉台に春を呼ぶ伝統行事「山焼き」に備えて防火帯を
作る作業「火道切り」の人手不足（過疎・高齢化）が深刻な美祢市の
要請に応えて、連合山口のみなさんが続けてこられました。私も毎回
参加しています。
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勉強会～シンポジウム開催に
向けて、慶応大学にお伺いし、
打ち合わせを重ねた。
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11月19日、衆議院議員第一会館で、シンポジウム From Me～
「わたし」がえがく地域の明日を開催しました。私は、言い出しっ
ぺのひとりでもあり、パネリストとして、政策集にまとめた課題や政
策を発表しました。
シンポジウムは、井手先生の趣旨説明で始まり、井手先生と同じ
理念を自治体で既に実行して来られた明石市泉房穂市長の基調
講演、地方議員のみなさんとまとめた課題・政策集の発表、神津
連合会長と井手先生の対談と、充実した内容となりました。今後
は、この政策集を活かしながら、全国の同じ思いの地方議員の連
携をさらに進めていきたいと思います。

▲美東原種農場を視察し、種子法（廃止）について説明を受ける

第15回連合山口 秋吉台山焼き
延焼止め草刈りボランティアに参加（11月10日）

地方政策づくりのために井手先生と実行委員会の
メンバーが集まり準備を重ね、10月14日、15日、全国
から地方議員が集り政策について議論（ワーク
ショップ）

山口県でも井手英策特別講演会
を開催
5月27日、国民民主党山口県連政策調査委員会
事務局長として、井手英策講演会を準備し、徳
山駅前図書館交流室にて開催。

全国で同じ思いの地方議員ネットワークを大切につないでいく
─井手英策教授と地方政策づくりに取り組みました。




